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行事予定表【くらしのカレンダー】

日 曜日 行 事 予 定 日 曜日 行 事 予 定

５月 MAY ６月 JUNE

県民交通安全日

少年の日

東西中学校修学旅行（～ 15 日）

◎ 資源ゴミ（紙類・ビン類）回収日

○ 燃えるゴミ収集日

◎ 資源ゴミ（ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ）回収日

○ 燃えるゴミ収集日

◎ 資源ゴミ（ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ）回収日

○ 燃えるゴミ収集日

● 燃えない粗大ゴミ収集日

○ 燃えるゴミ収集日

○ 燃えるゴミ収集日
金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

西中学校持久走

東中学校榛名高原学校（～６月１日）

仏 滅

大 安

赤 口

先 勝

仏 滅

大 安

赤 口

先 勝

友 引

先 負

仏 滅

大 安

赤 口

先 勝

友 引

先 負

仏 滅

大 安

赤 口

先 勝

友 引

中央小学校修学旅行（～８日）

貝瀬薬師堂春祭り（長野原）　与喜屋養蚕神社例大祭
西吾妻交通安全日

県民防犯の日

農業委員会

議会定例会（６月定例会初日）　
西吾妻交通安全日

戸戸

情情
報報

籍籍

４
月
20
日

提
出
分
ま
で

広
報

な
が
の
は
ら
５
月
号

県民防犯の日

○ 燃えるゴミ収集日

◎ 資源ゴミ（紙類・ビン類）回収日

○ 燃えるゴミ収集日

○ 燃えるゴミ収集日

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

星
河 

す
み
江 

さ
ん
（
94
歳 

林
）

圡
屋 

文
二 

さ
ん

　（
97
歳 

応
桑
）

浅
川 

文
雄 

さ
ん  

（
57
歳 

大
津
）

長
橋 

勝
美 

さ
ん  

（
73
歳 

林
）

鎌
原 

定
� 

さ
ん  

（
99
歳 

応
桑
）

長
澤 

優 

さ
ん

　

  

（
70
歳 

長
野
原
）

山
本 

ツ
ヤ
コ 

さ
ん
（
99
歳 

大
津
）

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

篠
原 

瑠
奈
ち
ゃ
ん
（
羽
根
尾
）

薫
さ
ん
／
里
奈
さ
ん

る 

な

　

小
金
澤 

蓮
く
ん
（
北
軽
井
沢
）

路
彦
さ
ん
／
未
奈
美
さ
ん

れ
ん

　

家庭の日

草木原観音堂祭り（大津）

◎ 資源ゴミ（ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ）回収日

○ 燃えるゴミ収集日

金
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水

木

金

土
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月

火

水

木

金

土
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月

火

水

木

先 負

仏 滅

大 安

赤 口

先 勝

友 引

先 負

仏 滅

大 安

赤 口

先 勝

友 引

先 負

大 安

赤 口

先 勝

友 引

先 負

仏 滅

大 安

赤 口
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21
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21

草木原観音堂祭り（大津）
西中学校高原学校（～ 20 日）

議会運営委員会（６月定例会）
肥料配布日（役場上下水道課）

● 燃えないゴミ収集日

東中学校校内長距離走大会

高齢者交通安全日

不動尊春祭り（長野原）

◯ 燃える粗大ゴミ収集日

◎ 資源ゴミ（紙類・ビン類）回収日

応桑小・北軽小・第一小修学旅行（～６月１日）

○ 燃えるゴミ収集日

○ 燃えるゴミ収集日

肥料配布日（役場上下水道課）

消防団ポンプ操法大会
第３１回北軽井沢マラソン

● 燃えない粗大ゴミ収集日

● 燃えないゴミ収集日

○ 燃えるゴミ収集日

【表紙の写真】
  浅間家畜育成牧場新遊歩道開通

【特集】
  初夏の浅間園で
  高山植物ウォッチング　２～５㌻

【表紙の写真】
  浅間家畜育成牧場新遊歩道開通

【特集】
  初夏の浅間園で
  高山植物ウォッチング　２～５㌻
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広報ながのはら５月号 № 748 (５) 広報ながのはら５月号 № 748 (４)



広報ながのはら５月号 № 748 (５) 広報ながのはら５月号 № 748 (４)



長
野
原
を

ひ
か
り
輝
く
町
に
。

も
っ
と
前
へ
。

　４
年
前
「
閉
塞
感
を
払
拭
し
、
町
を
変
え
て
い
く
！
」

と
い
う
声
を
あ
げ
、
町
長
選
挙
に
出
馬
い
た
し
ま
し
た
。

私
の
心
情
に
賛
同
す
る
人
が
一
人
増
え
二
人
増
え
、
い
つ

し
か
「
オ
ー
ル
な
が
の
は
ら
」
の
精
神
が
生
ま
れ
ま
し

た
。
こ
の
４
年
間
で
町
の
心
は
大
き
く
変
わ
り
、
未
来
に

向
け
て
歩
み
始
め
た
こ
と
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
、
こ
の
長
野
原
町
を
明
る
い
未
来
へ
繋
げ
て

い
く
た
め
に
必
要
な
も
の
は
何
か
？

そ
れ
は
町
民
の
皆
さ
ん
の
力
と
勇
気
で
す
。

「
オ
ー
ル
な
が
の
は
ら
」
が
カ
タ
チ
に
な
っ
た
と
き
、
長

野
原
町
の
ひ
か
り
輝
く
未
来
が
見
え
て
き
ま
す
。
皆
さ
ん

と
と
も
に
ひ
か
り
輝
く
長
野
原
町
を 

も
っ
と
前
へ 

進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

子
育
て
経
済
的
支
援
・

高
齢
者
生
き
が
い
支
援

　子
ど
も
は
町
の
宝
！

　

　高
齢
者
は
町
の
誇
り
！

　
居
場
所
づ
く
り
な
ど
、
高
齢

者
が
自
分
ら
し
く
、
生
き
生
き

と
暮
ら
し
て
い
け
る
町
づ
く
り

を
実
現
し
、
温
か
い
教
育
体
制

や
給
食
費
の
無
償
化
等
、
子
育

て
世
代
に
や
さ
し
い
支
援
策
を

も
っ
と
前
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

障
害
の
有
無
や
　
　

年
齢
差
に
よ
ら
な
い

元
気
な
町
づ
く
り
　

｢

あ
さ
ま｣

と｢

や
ん
ば｣

を
繋
ぐ
。
　

オ
ー
ル
な
が
の
は
ら
の
連
携
の
実
現

　
八
ッ
場
ダ
ム
完
成
ま
で
残
り

２
年
！

　
「
あ
さ
ま
」
と
「
や
ん
ば
」
を

繋
げ
る
こ
と
、
ジ
オ
パ
ー
ク
や
イ

ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
盛
り
上

げ
る
こ
と
も
重
要
な
フ
ァ
ク

タ
ー
で
す
が
、
こ
の
大
き
な
宝
と

地
域
を
も
っ
と
前
へ
押
し
出
し
ま

す
。
持
続
可
能
な
発
展
を
見
据

え
た
「
オ
ー
ル
な
が
の
は
ら
」
連

携
を
担
う
地
域
振
興
組
織
を
こ

の
４
年
で
構
築
し
ま
す
。

地
域
素
材
の
掘
り
起
こ
し
か
ら
、

観
光
、
農
業
、
商
工
業
の
活
性
化
へ

　
浅
間
山
、
ダ
ム
湖
、
温
泉
、
高
原
野
菜
、
酪
農
、

街
道
・
関
所
、
縄
文
遺
跡…

等
々
、
郷
土
に
は
活
力

あ
る
町
を
実
現
す
る
た
め
の
素
材
が
満
ち
あ
ふ
れ
て

い
ま
す
。
す
べ
て
を
つ
な
ぐ
「
オ
ー
ル
な
が
の
は
ら
」

の
も
と
、
自
信
を
も
っ
て
、
も
っ
と
前
へ
。

　長
野
原
町
の
農
業
を
も
っ
と
強
く
！

　
　

　長
野
原
町
の
観
光
を
も
っ
と
大
き
く
！

　

　長
野
原
町
の
防
災
意
識
を
も
っ
と
高
く
！

　
障
が
い
者
や
そ
の
保
護
者
の

立
場
に
立
っ
た
町
づ
く
り
を
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
！
児
童
発
達

支
援
事
業
を
本
格
的
に
推
進
し

ま
す
。
交
通
弱
者
の
こ
と
も
真
剣

に
考
え
ま
す
。

　
地
域
包
括
シ
ス
テ
ム
構
築
の

た
め
に
社
会
福
祉
協
議
会
を
も
っ

と
前
へ
、
も
っ
と
町
民
に
寄
り

添
っ
た
組
織
に
改
革
し
ま
す
。

広報ながのはら５月号 № 748 (７) 広報ながのはら５月号 № 748 (６)

◆中央こども園　　　　　　　
　入園式が行われました　　　
　４月９日(月)中央こども園の入園式が行

われました。中央こども園は、中央幼稚園

と町立保育所を統合し、０歳児から小学校

就学前までの一貫した教育・保育の充実の

ため、幼稚園と保育所の機能を併せ持った

認定こども園としてスタートしました。

◆旧保育所を利用して　　　　　　　
　児童発達支援事業所を開所します
　保育所機能が中央こども園に移行するに

あたり、旧保育所の施設を利用し「児童発

達支援事業所」を開所することとなりまし

た。平成３０年７月より開所するため、現

在準備を進めています。事業所の詳細につ

いては、広報ながのはら６月号にてお知ら

せいたします。

　吾妻大国魂神社例大祭は、中之条町にあ

る東宮と長野原諏訪神社境内の西宮で１年

毎に開催されています。今年は西宮での開

催となり、吾妻大国魂神社奉賛会や遺族の

会、関係者参列のもと、吾妻郡内の戦没者

諸霊を弔う式典が行われました。

中 央 こ ど も 園 と 　
発 達 支 援 事 業 所 が
ス タ ー ト し ま す

中 央 こ ど も 園 と 　
発 達 支 援 事 業 所 が
ス タ ー ト し ま す

△中央こども園入園式の様子

吾妻大国魂神社西宮例大祭が行われました
４月２５日(水)

◎児童発達支援事業所とは・・・　　
０歳から５歳までのお子さんを対象とした事業

所で、育てにくさを感じたり、心身の発育や発

達がなんとなく気になったり、その遅れが心配

される子どもとその家族を支援するための専門

機関です。

親子で通いながら、日常生活の基本動作や知識

技能を習得し、集団生活へ適応できるよう支援

を提供します。ご利用にあたっては、役場への

申請が必要となり、福祉サービスの支給決定を

受けていただく必要があります。

※申請方法や対象児等、詳細については役場・

町民生活課福祉係（☎８２－２２４６）までお

問い合わせください。
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広報ながのはら５月号 № 748 (７) 広報ながのはら５月号 № 748 (６)

◆中央こども園　　　　　　　
　入園式が行われました　　　
　４月９日(月)中央こども園の入園式が行

われました。中央こども園は、中央幼稚園

と町立保育所を統合し、０歳児から小学校
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ため、幼稚園と保育所の機能を併せ持った
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広報ながのはら５月号 № 748 (９) 広報ながのはら５月号 № 748 (８)

Topics
まちの話題や行事について

100歳おめでとうございます

　岩田志知さん（北軽井沢）は平成３０年

３月に１００歳の誕生日を迎えられ、萩原

町長が自宅へ訪問し、ご長寿のお祝いをさ

せていただきました。

　現在、当町に１００歳以上の長寿のかた

は７名。男女での最高齢は１０５歳の女性

のかたです。皆様の更なるご長寿をお祈り

申し上げます。

黄 色 い ワ ッ ペ ン 贈 呈 式

　長野原警察署にて、西吾妻３か町村の新入

学児童に交通事故防止の願いを込めた「黄色

いワッペン」が贈呈されました。これは、学

校に通い始める子どもたちに交通安全に対す

る関心を持ってもらうとともに保護者やドラ

イバーに交通事故防止の意識を高めてもらう

ことを目的としています。

　長野原町の新入学児童を代表し、黒岩千真

くん(中央小)がワッペンを受け取りました。

地域おこし協力隊活動報告

　長野原町山村開発センターを会場

に地域おこし協力隊活動報告会が開

催され、総勢５３名の方が参加しま

した。（町内外含む）

　当日は、隊員６名と地域おこし協

力隊から町職員となったＯＢ１名が

現在の活動について発表し、４月か

ら着任した２名の新規隊員はそれぞ

れの抱負を語りました。

　長野原町は２０１５年から地域おこし協力隊を受け入れており、現在は１１名の隊員

が活動しています。協力隊の活動は多岐にわたり、浅間園活性化事業や文化財関連、酪

農ヘルパーなどあらゆる場所で町の活性化のために活躍しています。

４／
 ６ 金

３／

２７ 火

vol.5

浅間家畜育成牧場に新遊歩道が開通！
浅間山と浅間牧場の自然を満喫

足腰のしっかりした丈夫な牛を育てる牧場です。

　この度、群馬県では牧場内を周回できる新遊歩

道を整備するとともに、来場者の利便性向上のた

め場内駐車場や売店を新たに整備しました。

　式典では、来賓約５０名が見守る中、開会式や

テープカットが執り行われ、「北軽井沢浅間鬼押

し太鼓」による和太鼓の演奏や嬬恋中学校の生徒

による吹奏楽演奏もこれに花を添えました。その

後、長野原町と嬬恋村のこども園の園児とその保

護者約６０名も参加し新遊歩道のウォーキングが

行われ、放牧牛と浅間山が一緒に見られる雄大な

景観を心ゆくまで楽しみました。

　新遊歩道は、一部牧柵が未設置の箇所が

あるため、歩く際には同伴する牧場認定ガ

イドが必要となります。新遊歩道を歩かれ

る際には、事前に浅間山ジオパーク推進協

議会までお問い合わせ下さい。

お問い合わせ

浅間山ジオパーク推進協議会

TEL/FAX:０２７９－８２－５５６６　

Mail:geo-asama＠vill.tsumagoi.gunma.jp

　４月２８日(土)「浅間家畜育成牧場新

遊歩道開通記念イベント」が開催されま

した。

　浅間家畜育成牧場は、長野原町大字北

軽井沢にある県営牧場で、県内の酪農家

から育成牛(ホルスタイン種)を預かり、

４月６日（金）
草津町の湯畑にて、「草津町応援ポスター」の撮影をしました！郡内のキャラクターが勢揃いしたのは今回が初めて！みんにゃで湯もみ体験もしたし楽しかったにゃあ！
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Information
お知らせや案内など

長 野 原 町 職 員 を 募 集 し ま す
長野原町職員採用試験（大学卒業程度教養試験）

を次のとおり実施します。

【申込手続及び受付期間】

■申込用紙交付

　役場総務課で５月２１日より交付します。 

郵送請求の場合、封筒の表に験区分)申込

用紙請求」と朱書きし、１２０円分の切手

を貼った宛先明記の返信用封筒(定形外封

筒Ａ４版対応)を同封して、役場総務課へ

請求して下さい。

■申込手続き

 申込書・受験票に必要事項を本人が記入

し写真を２枚貼付して役場総務課へ提出し

てください。

　郵送の場合、簡易書留とし、封筒の表に

「採用試験申込」と朱書きして下さい。

■申込受付期間

平成３０年６月１日(金)～６月２０日(水)

＊郵送の場合、６月２０日(水)必着

【その他】

採用は、平成３１年４月１日の予定です。

お問い合わせ・申込先

〒３７７-１３９２

　長野原町大字長野原66-３

　長野原町役場 総務課 人事財政係

　☎０２７９-８２-２２４４

【試験区分、採用予定人員及び職務内容】

■試験区分　一般事務

■採用予定人員　若干名

■職務内容　一般的な書記的業務

　　　　　　又は補助業務に従事する　

【受験資格】

次のいずれかに該当する者

①平成元年４月２日から平成９年４月１日

　までに生まれた者

②平成９年４月２日以降に生まれた者で、

　次のいずれかに該当する者

　a学校教育法による大学（短期大学を　

　　除く）を卒業した者、又は平成３１年

　　３月３１日までに卒業見込みの者

　b町長がａに掲げる者と同等の資格があ

　　ると認める者

（詳細はお問い合わせください）

【試験日程及び場所】

■第一次試験　適性検査及び教養試験

　平成３０年７月２２日（日）

　場所　長野原町役場

■第二次試験　面接及び作文試験　　

　平成３０年８月下旬予定

　場所　長野原町公民館

（詳細は第一次試験合格者へ通知します）

第33回長野原町民スキー大会

■会　　場：軽井沢スノーパーク

■参加者数：３８名

■小学生低学年女子の部

　○第１位　倉澤 誌穂　（北軽小）

　○第２位　神戸 美香　（北軽小）

　○第３位　青木 瑛玲奈（北軽小）

■小学生高学年女子の部

　○第１位　八木 咲香　（第一小）

　○第２位　市村 姫紀　（第一小）

　○第３位　岡村 若奈　（北軽小）

■中学生女子の部

　○第１位　八木 菜知優（東中）

　○第２位　干川 かりん（西中）

　○第３位　青柳 葉奈　（西中）

■一般女子の部

　○第１位　湯本 さとみ 

　○第２位　倉澤 美和

　○第３位　佐藤 小代子　

し　ほ　　

み　か　　

え れ な

さいか　　

ひめき　　

わかな　　

な ち ゆ

は な 　

各部門の結果は次のとおりです。

■小学生低学年男子の部

　○第１位　八木 昂志　（第一小）

■小学生高学年男子の部

　○第１位　岡村　岬 　（北軽小）

　○第２位　干川 祐之甫（北軽小）

　○第３位　成田　颯　 （北軽小）

■中学生男子の部

　○第１位　野村 陽一郎（東中）

　○第２位　小山 蒼太　（東中）

■一般男子の部

　○第１位　酒井 保治 

　○第２位　唐澤 秀行

　○第３位　黒岩　大　　　

こうし　　

みさき　　

ゆうのすけ

そ う 　

よういちろう

そうた 　

３／

２５日

浅間園からのおしらせ
　浅間園ではイベントの誘致にも力を入れています。

今年度より駐車場の一部及び団体専用休憩場所(屋内)

を各種イベント開催のためのレンタルスペースとして

ご利用いただけるようになりました。オートバイや自

動車クラブのミーティング、フリーマーケットなど、

さまざまなイベントにご活用いただけます。

　ご利用方法につきましては、浅間園

（☎８６-３０００）にお問い合わせいた

だくか、町営浅間園公式ホームページの

「営業案内」⇨「イベントでのご利用」

から、施設使用料金表及び施設使用申請

書をご確認のうえ、お申し込みください。 昨年開催イベントの様子

貸　衣　装

江戸褄（新）

江戸褄（中）

草履･バッグ

　（江戸褄用）

草履･バッグ(喪服用)

喪服（夏用）　

喪服（冬用）

料　　金

１２,２００円

８,０００円

１,５００円

１,５００円

３,０００円

３,０００円

◎今年度の吾妻郡民体育祭メイン日は、本町

を会場に婦人会民謡踊りを行います。参加者

を募集していますので、６月末日までにお住

まいの区長さんにお申込ください。

　■期日：平成３０年９月２３日(日)

　■会場：長野原町立東中学校校庭

　■演技：長野原音頭・吾妻踊り・上州よいとこ

お問い合わせ

貸衣装係(萩原)　 ☎８２-２６７７

教育委員会事務局 ☎８２―４５１７ 

◎婦人会では衣装の貸し出しを行っ

ています。お気軽にご利用ください。

婦人会よりお知らせ

Topics
まちの話題や行事について
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　場所　長野原町役場

■第二次試験　面接及び作文試験　　

　平成３０年８月下旬予定

　場所　長野原町公民館

（詳細は第一次試験合格者へ通知します）

第33回長野原町民スキー大会

■会　　場：軽井沢スノーパーク

■参加者数：３８名

■小学生低学年女子の部

　○第１位　倉澤 誌穂　（北軽小）

　○第２位　神戸 美香　（北軽小）

　○第３位　青木 瑛玲奈（北軽小）

■小学生高学年女子の部

　○第１位　八木 咲香　（第一小）

　○第２位　市村 姫紀　（第一小）

　○第３位　岡村 若奈　（北軽小）

■中学生女子の部

　○第１位　八木 菜知優（東中）

　○第２位　干川 かりん（西中）

　○第３位　青柳 葉奈　（西中）

■一般女子の部

　○第１位　湯本 さとみ 

　○第２位　倉澤 美和

　○第３位　佐藤 小代子　

し　ほ　　

み　か　　

え れ な

さいか　　

ひめき　　

わかな　　

な ち ゆ

は な 　

各部門の結果は次のとおりです。

■小学生低学年男子の部

　○第１位　八木 昂志　（第一小）

■小学生高学年男子の部

　○第１位　岡村　岬 　（北軽小）

　○第２位　干川 祐之甫（北軽小）

　○第３位　成田　颯　 （北軽小）

■中学生男子の部

　○第１位　野村 陽一郎（東中）

　○第２位　小山 蒼太　（東中）

■一般男子の部

　○第１位　酒井 保治 

　○第２位　唐澤 秀行

　○第３位　黒岩　大　　　

こうし　　

みさき　　

ゆうのすけ

そ う 　

よういちろう

そうた 　

３／

２５日

浅間園からのおしらせ
　浅間園ではイベントの誘致にも力を入れています。

今年度より駐車場の一部及び団体専用休憩場所(屋内)

を各種イベント開催のためのレンタルスペースとして

ご利用いただけるようになりました。オートバイや自

動車クラブのミーティング、フリーマーケットなど、

さまざまなイベントにご活用いただけます。

　ご利用方法につきましては、浅間園

（☎８６-３０００）にお問い合わせいた

だくか、町営浅間園公式ホームページの

「営業案内」⇨「イベントでのご利用」

から、施設使用料金表及び施設使用申請

書をご確認のうえ、お申し込みください。 昨年開催イベントの様子

貸　衣　装

江戸褄（新）

江戸褄（中）

草履･バッグ

　（江戸褄用）

草履･バッグ(喪服用)

喪服（夏用）　

喪服（冬用）

料　　金

１２,２００円

８,０００円

１,５００円

１,５００円

３,０００円

３,０００円

◎今年度の吾妻郡民体育祭メイン日は、本町

を会場に婦人会民謡踊りを行います。参加者

を募集していますので、６月末日までにお住

まいの区長さんにお申込ください。

　■期日：平成３０年９月２３日(日)

　■会場：長野原町立東中学校校庭

　■演技：長野原音頭・吾妻踊り・上州よいとこ

お問い合わせ

貸衣装係(萩原)　 ☎８２-２６７７

教育委員会事務局 ☎８２―４５１７ 

◎婦人会では衣装の貸し出しを行っ

ています。お気軽にご利用ください。

婦人会よりお知らせ

Topics
まちの話題や行事について
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２
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す
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お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

〒
３
７
７-

１
３
９
２

長
野
原
町
大
字
長
野
原
66-

３

長
野
原
町
役
場

総
務
課
　
人
事
財
政
係

（
☎
８
２-

２
２
４
４
）

平 成 ３ ０ 年 度 か ら の 国 民 健 康 保 険 制 度
及 び 国 保 税 率 等 が 改 正 と な り ま す

１.運営の在り方

　（総論）

改革の方向生

(1)群馬県が、県内の市町村とともに、国保の運営に新たに参加

(2)県が財政運営の責任主体となり、安定的な財政運営や効率的な事業運

営の確保等の国保運営に中心的な役割を担い、制度の安定化

(3)県が、都道府県内の統一的な運営方針としての国保運営方針を示し、

町が担う事務の効率化、標準化、広域化を推進

群馬県の主な役割 長野原町の主な役割

財政運営の責任主体

(1)市町村ごとの国保事業費納付金を決定

(2)財政安定化基金の設置・運営

国保運営方針に基づき、事務の効率化、

標準化、広域化を推進

※4.と5.も同様

標準的な算定方法等により、市町村ごと

の標準保険料率を算定・公表

(1)給付に必要な費用を、全額、市町村

    に対して支出

(2)市町村が行った保険給付の点検

市町村に対し、必要な助言・支援

国保事業費納付金を県に納付

地域住民と身近な関係の中、資格を管理

(被保険者証等の発行)

(1)標準保険料率等を参考に保険料率を決定

(2)個々の事情に応じた賦課・徴収

(1)保険給付の決定

(2)個々の事情に応じた窓口負担減免等

被保険者の特性に応じたきめ細かい保健

事業を実施（データヘルス事業等）

２.財政運営

３.資格管理

４.保険料の決定

　賊課・徴収

５.保険給付

６.保険事業

▽制度改正後の都道府県と市町村の役割分担概要

▽国民健康保険税の賊課方式・税率 新旧対照表

　「持続可能な医療保険制度を構築するための国民健康保険法等の一部を改正する法

律」の成立（平成27年5月27日）により、平成30年度から、国民健康保険の財政運営の

責任主体が市町村から都道府県に変わり、安定的な財政運営や効率的な事業の確保等、

国保運営に中心的な役割を担い、制度の安定化を目指すこととなります。

◯都道府県では、

　保険給付費等に必要な費用の見込

みを立て、市町村ごとの国保事業費

納付金の額を決定し、各市町村へ通

知します。また、標準的な算定方式

等に基づいて、市町村ごとの標準保

険料率を算定・公表します。

◯町では、

　納付金を納めるための必要な費用

について、県が示す標準保険料率等

を参考に、保険料率等を決定（改

定）し、被保険者の方から保険料を

徴収することになります。

・国保の加入・喪失、保険証に関すること

・高額療養費（償還払）の申請、葬祭費や

　出産育児一時金等の給付に関すること

・国保税の計算に関すること

・国保税のお支払いに関すること

・特定健診等の保健事業

　今回の国保改革によって都道府県も国保の保険

者となります。

・国保の財政運営が都道府県単位で行なわれます。

・国保加入者の資格管理が都道府県単位でも管理

　することになります。

・被保険者証（保険証）の様式が一部変更になる

　予定です。

変
わ
ら
な
い
点

変

わ

る

点

課税限度額

所 得 割

資 産 割

均 等 割

平 等 割

区分

５４万円

６．００％

１０．０％

２２,０００円

２５,０００円

５８万円

６．０１％

（廃止）

２５,０００円

１８,０００円

基礎課税額

課税所得金額×税率

固定資産税額×税率

被保険者１人につき

１世帯につき

課税限度額

所 得 割

資 産 割

均 等 割

平 等 割

１９万円

１．４％

１０．０％

７,０００円

８,０００円

改正なし

２．３１％

（廃止）

１０,０００円

７,０００円

後期高齢者支援金等課税額

課税所得金額×税率

固定資産税額×税率

被保険者１人につき

１世帯につき

課税限度額

所 得 割

資 産 割

均 等 割

平 等 割

１６万円

１．６％

１０．０％

９,０００円

１０,０００円

改正なし

１．９２％

（廃止）

１１,０００円

５,０００円

40歳以上65歳未満の方

課税所得金額×税率

固定資産税額×税率

被保険者１人につき

１世帯につき

医

療

後
期
高
齢

介

護

現行(4方式) 改正後(3方式) 備　考
　
平
成
30
年
度
よ
り
国
民

健
康
保
険
の
財
政
運
営
の

責
任
主
体
が
群
馬
県
と
な

り
県
内
の
保
険
税
水
準
が

段
階
的
に
統
一
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
国
民
健

康
保
険
税
の
賦
課
方
式

と
税
率
も
平
成
30
年
４

月
１
日
よ
り
次
の
と
お

り
改
正
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

○変更点

　４方式（所得割・資産割・均等割・平等割）を３方式（所得割・均等割・平等割）に改正

○国民健康保険税

　基礎課税額（医療費分）、後期高齢者支援金等課税額（支援金分）、介護納付金課税額があり、

それぞれ所得割金額、均等割金額、平等割金額があり、これらをあわせて国民健康保険税とします。

○課税限度額の改正及び軽減について

　世帯主（世帯主が被保険者でない場合

も含む）及びその世帯の国民健康保険

の被保険者の金額の合計額が右表の場

合、その所得によって均等割と平等割

が軽減されます。

○国保税の今後について

　群馬県が財政の責任主体となり、各市町村の医療費水準により県への納付額が算定されます。

本年度は、急激に保険料が増額となる市町村に対して激変緩和措置（平成28年度決算ベースで算定

し増額となった市町村に対して行う措置）として増額分を国が負担していますが、この措置も段階

的に減額し廃止することとなるため将来的に個人の負担する保険料は増額となる予定です。

※但し、世帯の所得状況によって増減する場合あり。

7 割 軽 減

5 割 軽 減

2 割 軽 減

軽減率

33万円以下

33万円＋(27万円×世帯

の加入者数)以下

33万円＋(49万円×世帯

の加入者数)以下

33万円以下

33万円＋(27万5千円×

世帯の加入者数)以下

33万円＋(50万円×世帯

の加入者数)以下

現　　行 改　正　後

ー ５月は自動車税・軽自動車税の納期です ー

●自動車税に関するお問い合わせ　　

　・吾妻行政県税事務所　　☎０２７９ー７５ー３３００

　・群馬県自動車税事務所　☎０２７ー２６３ー４３４３

●軽自動車税に関するお問い合わせ

　・役場　税務課住民税係　☎０２７９ー８２ー２２４７

自動車税は、毎年４月１日現在で運輸支局に登録されている自動車の所有者に課税

されます。５月上旬に送付される納税通知書により納期限までに納めてください。

◆
国
民
健
康
保
険
税
の

　改
正
に
つ
い
て
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除
く
）

　
を
卒
業
し
た
者
、
又
は
平

　
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
に

　
卒
業
見
込
み
の
者

ｂ
．
町
長
が
ａ
に
掲
げ
る
者

　
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と

　
認
め
る
者

【
試
験
日
程
及
び
場
所
】

■
第
一
次
試
験

　
適
性
検
査
及
び
教
養
試
験

　
平
成
30
年
７
月
22
日
（
日
）

　
場
所
　
長
野
原
町
役
場

■
第
二
次
試
験

　
面
接
及
び
作
文
試
験
　
　

　
平
成
30
年
８
月
下
旬
予
定

　
場
所
　
長
野
原
町
公
民
館

（
詳
細
は
第
一
次
試
験
合
格

　
者
へ
通
知
し
ま
す
）
　

【
申
込
手
続
及
び
受
付
期
間
】

■
申
込
用
紙
交
付

　
申
込
用
紙
は
、
長
野
原
町

役
場
総
務
課
で
５
月
21
日
よ

り
交
付
し
ま
す
。
郵
送
で
請

求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表

に
「
（
試
験
区
分
）
申
込
用

紙
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
１

２
０
円
分
の
切
手
を
貼
っ
た

宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒(

定
形
外
封
筒
、
Ａ
４
版
対
応

)

を
同
封
し
て
、
長
野
原
町

役
場
総
務
課
へ
請
求
し
て
下

さ
い
。

■
申
込
手
続
き

 
 

申
込
用
紙
の
注
意
事
項
を

よ
く
読
ん
で
、
申
込
書
及
び

受
験
票
に
必
要
事
項
を
本
人

が
記
入
し
、
写
真
を
２
枚
貼

付
し
て
長
野
原
町
役
場
総
務

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 

郵
送
の
場
合
は
簡
易
書
留

と
し
、
封
筒
の
表
に
「
採
用

試
験
申
込
」
と
朱
書
き
し
て

下
さ
い
。

■
申
込
受
付
期
間

　
平
成
30
年
６
月
１
日(

金)

　
～
６
月
20
日(

水)

＊
郵
送
の
場
合
、
平
成
30
年

６
月
20
日(

水)

必
着

    

(
※

)

採
用
は
、
平
成
31
年
４

月
１
日
の
予
定
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

〒
３
７
７-

１
３
９
２

長
野
原
町
大
字
長
野
原
66-

３

長
野
原
町
役
場

総
務
課
　
人
事
財
政
係

（
☎
８
２-

２
２
４
４
）

平 成 ３ ０ 年 度 か ら の 国 民 健 康 保 険 制 度
及 び 国 保 税 率 等 が 改 正 と な り ま す

１.運営の在り方

　（総論）

改革の方向生

(1)群馬県が、県内の市町村とともに、国保の運営に新たに参加

(2)県が財政運営の責任主体となり、安定的な財政運営や効率的な事業運

営の確保等の国保運営に中心的な役割を担い、制度の安定化

(3)県が、都道府県内の統一的な運営方針としての国保運営方針を示し、

町が担う事務の効率化、標準化、広域化を推進

群馬県の主な役割 長野原町の主な役割

財政運営の責任主体

(1)市町村ごとの国保事業費納付金を決定

(2)財政安定化基金の設置・運営

国保運営方針に基づき、事務の効率化、

標準化、広域化を推進

※4.と5.も同様

標準的な算定方法等により、市町村ごと

の標準保険料率を算定・公表

(1)給付に必要な費用を、全額、市町村

    に対して支出

(2)市町村が行った保険給付の点検

市町村に対し、必要な助言・支援

国保事業費納付金を県に納付

地域住民と身近な関係の中、資格を管理

(被保険者証等の発行)

(1)標準保険料率等を参考に保険料率を決定

(2)個々の事情に応じた賦課・徴収

(1)保険給付の決定

(2)個々の事情に応じた窓口負担減免等

被保険者の特性に応じたきめ細かい保健

事業を実施（データヘルス事業等）

２.財政運営

３.資格管理

４.保険料の決定

　賊課・徴収

５.保険給付

６.保険事業

▽制度改正後の都道府県と市町村の役割分担概要

▽国民健康保険税の賊課方式・税率 新旧対照表

　「持続可能な医療保険制度を構築するための国民健康保険法等の一部を改正する法

律」の成立（平成27年5月27日）により、平成30年度から、国民健康保険の財政運営の

責任主体が市町村から都道府県に変わり、安定的な財政運営や効率的な事業の確保等、

国保運営に中心的な役割を担い、制度の安定化を目指すこととなります。

◯都道府県では、

　保険給付費等に必要な費用の見込

みを立て、市町村ごとの国保事業費

納付金の額を決定し、各市町村へ通

知します。また、標準的な算定方式

等に基づいて、市町村ごとの標準保

険料率を算定・公表します。

◯町では、

　納付金を納めるための必要な費用

について、県が示す標準保険料率等

を参考に、保険料率等を決定（改

定）し、被保険者の方から保険料を

徴収することになります。

・国保の加入・喪失、保険証に関すること

・高額療養費（償還払）の申請、葬祭費や

　出産育児一時金等の給付に関すること

・国保税の計算に関すること

・国保税のお支払いに関すること

・特定健診等の保健事業

　今回の国保改革によって都道府県も国保の保険

者となります。

・国保の財政運営が都道府県単位で行なわれます。

・国保加入者の資格管理が都道府県単位でも管理

　することになります。

・被保険者証（保険証）の様式が一部変更になる

　予定です。

変
わ
ら
な
い
点

変

わ

る

点

課税限度額

所 得 割

資 産 割

均 等 割

平 等 割

区分

５４万円

６．００％

１０．０％

２２,０００円

２５,０００円

５８万円

６．０１％

（廃止）

２５,０００円

１８,０００円

基礎課税額

課税所得金額×税率

固定資産税額×税率

被保険者１人につき

１世帯につき

課税限度額

所 得 割

資 産 割

均 等 割

平 等 割

１９万円

１．４％

１０．０％

７,０００円

８,０００円

改正なし

２．３１％

（廃止）

１０,０００円

７,０００円

後期高齢者支援金等課税額

課税所得金額×税率

固定資産税額×税率

被保険者１人につき

１世帯につき

課税限度額

所 得 割

資 産 割

均 等 割

平 等 割

１６万円

１．６％

１０．０％

９,０００円

１０,０００円

改正なし

１．９２％

（廃止）

１１,０００円

５,０００円

40歳以上65歳未満の方

課税所得金額×税率

固定資産税額×税率

被保険者１人につき

１世帯につき

医

療

後
期
高
齢

介

護

現行(4方式) 改正後(3方式) 備　考
　
平
成
30
年
度
よ
り
国
民

健
康
保
険
の
財
政
運
営
の

責
任
主
体
が
群
馬
県
と
な

り
県
内
の
保
険
税
水
準
が

段
階
的
に
統
一
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
国
民
健

康
保
険
税
の
賦
課
方
式

と
税
率
も
平
成
30
年
４

月
１
日
よ
り
次
の
と
お

り
改
正
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

○変更点

　４方式（所得割・資産割・均等割・平等割）を３方式（所得割・均等割・平等割）に改正

○国民健康保険税

　基礎課税額（医療費分）、後期高齢者支援金等課税額（支援金分）、介護納付金課税額があり、

それぞれ所得割金額、均等割金額、平等割金額があり、これらをあわせて国民健康保険税とします。

○課税限度額の改正及び軽減について

　世帯主（世帯主が被保険者でない場合

も含む）及びその世帯の国民健康保険

の被保険者の金額の合計額が右表の場

合、その所得によって均等割と平等割

が軽減されます。

○国保税の今後について

　群馬県が財政の責任主体となり、各市町村の医療費水準により県への納付額が算定されます。

本年度は、急激に保険料が増額となる市町村に対して激変緩和措置（平成28年度決算ベースで算定

し増額となった市町村に対して行う措置）として増額分を国が負担していますが、この措置も段階

的に減額し廃止することとなるため将来的に個人の負担する保険料は増額となる予定です。

※但し、世帯の所得状況によって増減する場合あり。

7 割 軽 減

5 割 軽 減

2 割 軽 減

軽減率

33万円以下

33万円＋(27万円×世帯

の加入者数)以下

33万円＋(49万円×世帯

の加入者数)以下

33万円以下

33万円＋(27万5千円×

世帯の加入者数)以下

33万円＋(50万円×世帯

の加入者数)以下

現　　行 改　正　後

ー ５月は自動車税・軽自動車税の納期です ー

●自動車税に関するお問い合わせ　　

　・吾妻行政県税事務所　　☎０２７９ー７５ー３３００

　・群馬県自動車税事務所　☎０２７ー２６３ー４３４３

●軽自動車税に関するお問い合わせ

　・役場　税務課住民税係　☎０２７９ー８２ー２２４７

自動車税は、毎年４月１日現在で運輸支局に登録されている自動車の所有者に課税

されます。５月上旬に送付される納税通知書により納期限までに納めてください。

◆
国
民
健
康
保
険
税
の

　改
正
に
つ
い
て
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Information
お知らせや案内など

児
童
手
当
に
関
す
る

お

知

ら

せ

■
手
続
き

　
３
月
ま
で
児
童
手
当
を
受

け
て
い
た
方
は
改
め
て
認
定

請
求
し
て
い
た
だ
く
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
４
月
以
降
出
生
や
転
入
の

場
合
は
次
の
書
類
を
持
っ
て

事
由
発
生
日
か
ら
15
日
以
内

に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

◯
受
給
者
の
保
険
証
　

◯
受
給
者
の
口
座
番
号
の
わ

　
か
る
も
の

◯
受
給
者
及
び
配
偶
者
の
個

　
人
番
号(

マ
イ
ナ
ン
バ
ー)

　
を
確
認
で
き
る
も
の

◯
印
か
ん

※

公
務
員
の
方
は
職
場
で
受

給
に
な
り
ま
す
の
で
職
場
で

手
続
き
し
て
下
さ
い
。

■
支
給
の
範
囲

０
歳
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

■
支
給
月
額

◯
３
歳
未
満

　…

一
律
１
万
５
千
円

◯
３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前

　…

１
万
円(

第
３
子
以
降

　
は
１
万
５
千
円)

◯
中
学
生…

一
律
１
万
円

■
今
年
度
の
手
当
支
払
期
月

６
月
支
給 

２
月
～
５
月
分

10
月
支
給 

６
月
～
９
月
分

２
月
支
給 

10
月
～
１
月
分

■
現
況
届

　
毎
年
６
月
１
日
の
状
況
で

引
き
続
き
児
童
手
当
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か

を
確
認
す
る
届
け
で
す
。

※

現
況
届
は
６
月
中
に
郵
送

で
ご
自
宅
に
届
き
ま
す
の
で

同
封
の
返
信
用
封
筒
に
て
提

出
し
て
下
さ
い
。

◯
現
況
届
に
必
要
な
書
類

・
保
険
証
の
コ
ピ
ー

・
そ
の
他
必
要
な
書
類
は
現

況
届
の
通
知
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

※

現
況
届
の
提
出
が
な
い
と

６
月
以
降
の
手
当
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。
忘
れ
ず

に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
所
得
制
限
限
度
額

　
所
得
が
右
表
以
上
の
場
合

は
児
童
手
当
の
対
象
外
と
な

る
た
め
、
特
例
給
付
と
し
て

児
童
１
人
あ
た
り
月
額
一
律

５
千
円
支
給
と
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ               

役
場 

町
民
生
活
課
福
祉
係

（
☎
８
２―

２
２
４
６
）

扶養親族等 所得制限限度額 収入額の目安

　０人　　 ６２２万円 　　８３３.３万円

　１人　　 ６６０万円 　　８７５.６万円

　２人　　 ６９８万円 　　９１７.８万円

　３人　　 ７３６万円 　　９６０.０万円

　４人　　 ７７４万円 　１００２.１万円

　５人　　 ８１２万円 　１０４２.１万円

農
地
の
借
受
希
望
者
の

募

集

に

つ

い

て

　
群
馬
県
農
業
公
社
で
は

「
農
地
中
間
管
理
事
業
」
に

よ
る
農
地
の
借
受
希
望
者
の

募
集
を
し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
農
地
を
貸

し
た
い
農
家
等(

出
し
手)

か

ら
、
農
地
中
間
管
理
機
構

(

県
農
業
公
社)

が
農
地
を
借

り
受
け
、
農
業
経
営
の
規
模

拡
大
等
を
行
う
担
い
手
農
家

な
ど(

受
け
手)

に
貸
し
付
け

る
制
度
で
す
。

　
農
地
の
貸
し
手(

出
し
手)

の
募
集
も
随
時
行
っ
て
お
り

ま
す
。

■
募
集
期
限

　
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で

■
応
募
方
法

　
役
場
産
業
課
に
配
置
さ
れ

て
い
る
「
農
用
地
等
借
受
応

募
書
」
に
必
要
事
項
を
記
載

の
上
、
群
馬
県
農
業
公
社

(

〒
３
７
１―

０
８
５
２
　

群
馬
県
前
橋
市
総
社
町
総
社

２
３
２
６―

２)

に
持
参
又

は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
応
募
書
は
群
馬
県
農
業

公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
群
馬
県
農
業

公
社
（
☎
０
２
７―

２
５
１

―

１
２
２
０
）
ま
た
は
、
役

場
産
業
課
農
林
係
（
☎
８
２

―

３
０
１
３
）

特

定

計

量

器

定

期

検

査

に

つ

い

て

 
 

県
で
は
、
計
量
法
に
基
づ

き
取
引
・
証
明
に
使
用
さ
れ

る
「
は
か
り
」
の
定
期
検
査

を
実
施
し
ま
す
。
取
引
・
証

明
に
「
は
か
り
」
を
使
用
す

る
方
は
必
ず
検
査
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

■
日
時
・
場
所

　
平
成
30
年
６
月
14
日(

木)

◎
午
前
10
時
～
12
時

　
北
軽
井
沢
住
民
セ
ン
タ
ー

◎
午
後
１
時
30
分

　
～
３
時
30
分

　
長
野
原
町
役
場

■
検
査
対
象
と
な
る
「
は
か

り
」

◯
商
店
・
工
場
な
ど
に
お
い

て
取
引
に
使
用
す
る
も
の

◯
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
園

・
病
院
・
診
療
所
な
ど
で
健

康
診
断
に
使
用
す
る
も
の

◯
病
院
・
薬
局
・
診
療
所
な

ど
で
薬
の
調
剤
用
に
使
用
す

る
も
の

◯
農
家
・
農
協
な
ど
で
農
産

物
の
出
荷
用
や
庭
先
取
引
な

ど
で
質
量
の
表
記
に
使
用
す

る
も
の

◯
運
送
・
宅
配
便
取
次
ぎ
の

際
に
、
荷
物
な
ど
の
質
量
に

応
じ
料
金
の
決
定
に
使
用
す

る
も
の

◯
そ
の
他
、
取
引
・
証
明
に

使
用
す
る
も
の

■
検
査
実
施
者

群
馬
県
指
定
定
期
検
査
機
関

一
般
社
団
法
人
群
馬
県
計
量

協
会

■
そ
の
他

◯
定
期
検
査
に
は
「
は
か

り
」
の
種
類
に
応
じ
検
査
手

数
料
が
必
要
で
す
。

◯
知
事
に
届
出
の
あ
る
「
一

般
計
量
士
」
が
行
う
検
査
に

適
合
し
、
そ
の
旨
を
知
事
に

届
け
出
た
「
は
か
り
」
は
定

期
検
査
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

一
般
社
団
法
人
群
馬
県
計
量

協
会
（
☎
０
２
７-

２
６
３-

８
２
１
７
）
ま
た
は
、
群
馬

県
計
量
検
定
所
（
☎
０
２
７

―

２
６
３―

２
４
３
６
）

65
歳
以
上
の
介
護

保

険

料

の

変

更

　長
野
原
町
高
齢
者
福
祉

計
画
及
び
第
７
期
介
護
保

険
事
業
計
画
が
策
定
さ

れ
、
平
成
30
年
度
か
ら
平

成
32
年
度
ま
で
の
介
護
保

険
料
基
準
額
が
、
別
表
の

と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　全
国
的
に
介
護
保
険
料

基
準
額
は
増
額
傾
向
に
あ

り
、
長
野
原
町
に
お
い
て

も
、
平
成
27
年
度
か
ら
平

成
29
年
度
ま
で
の
年
間
５

１
，
６
０
０
円
か
ら
、
年

間
６
２
，
４
０
０
円
へ
増

額
と
な
り
ま
し
た
。
保
険

料
の
通
知
は
、
前
年
中
の

所
得
が
確
定
し
た
後
の
平

成
30
年
７
月
に
計
算
さ

れ
、
65
歳
以
上
の
皆
様
に

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

役
場
町
民
生
活
課
福
祉
係

（
☎
８
２―

２
２
４
６
）

非
課
税
世
帯

基準額に
対する割合

１　 0.45 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  23,200円　28,000円

・生活保護を受給している方
・老齢福祉年金を受給している方
・前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円   
　以下の方

２　 0.75 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  38,700円　46,800円
・前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円
　を超えて120万円以下の方

３　 0.75 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  38,700円　46,800円
・前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計が120万円
　を超える方

４　 0.9  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  46,400円　56,100円
・前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円
　以下の方

５　　1 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  51,600円　62,400円
・前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円
　を超える方

６　 1.2  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 61,900円　74,800円・前年の合計所得金額が120万円未満の方

７　 1.3  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  67,000円　81,100円・前年の合計所得金額が120万円以上200万円未満の方

８　 1.5 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 77,400円　93,600円・前年の合計所得金額が200万円以上300万円未満の方

９　 1.7 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　  87,700円 106,000円・前年の合計所得金額が300万円以上の方

段
階

対　象　者
保険料基準額(年間)

H27~29度年 H30~32年度

世
帯
課
税
・

本
人
非
課
税

本
人
課
税

別表　65歳以上の介護保険料基準額

人

権

相

談

の

お

知

ら

せ

　中
之
条
人
権
擁
護
委
員
協

議
会
で
は
、
奇
数
月
の
第
三

金
曜
日
に
人
権
相
談
所
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

　毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
起

こ
る
様
々
な
問
題
や
悩
み
事

に
つ
い
て
、
お
気
軽
に
ご
相

談
下
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

■
日
時
・
場
所

　５
月
18
日
（
金
）

　午
後
１
時
～
４
時

　役
場
前
公
民
館
小
研
修
室

◎
特
設
人
権
相
談

　６
月
１
日
（
金
）

　午
前
10
時
～
午
後
３
時

　役
場
前
公
民
館
小
研
修
室

お
問
い
合
わ
せ

役
場
町
民
生
活
課
住
民
係

（
☎
８
２―

２
２
４
５
）
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Information
お知らせや案内など

児
童
手
当
に
関
す
る

お

知

ら

せ

■
手
続
き

　
３
月
ま
で
児
童
手
当
を
受

け
て
い
た
方
は
改
め
て
認
定

請
求
し
て
い
た
だ
く
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
４
月
以
降
出
生
や
転
入
の

場
合
は
次
の
書
類
を
持
っ
て

事
由
発
生
日
か
ら
15
日
以
内

に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

◯
受
給
者
の
保
険
証
　

◯
受
給
者
の
口
座
番
号
の
わ

　
か
る
も
の

◯
受
給
者
及
び
配
偶
者
の
個

　
人
番
号(

マ
イ
ナ
ン
バ
ー)

　
を
確
認
で
き
る
も
の

◯
印
か
ん

※

公
務
員
の
方
は
職
場
で
受

給
に
な
り
ま
す
の
で
職
場
で

手
続
き
し
て
下
さ
い
。

■
支
給
の
範
囲

０
歳
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

■
支
給
月
額

◯
３
歳
未
満

　…

一
律
１
万
５
千
円

◯
３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前

　…

１
万
円(

第
３
子
以
降

　
は
１
万
５
千
円)

◯
中
学
生…

一
律
１
万
円

■
今
年
度
の
手
当
支
払
期
月

６
月
支
給 

２
月
～
５
月
分

10
月
支
給 

６
月
～
９
月
分

２
月
支
給 

10
月
～
１
月
分

■
現
況
届

　
毎
年
６
月
１
日
の
状
況
で

引
き
続
き
児
童
手
当
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か

を
確
認
す
る
届
け
で
す
。

※

現
況
届
は
６
月
中
に
郵
送

で
ご
自
宅
に
届
き
ま
す
の
で

同
封
の
返
信
用
封
筒
に
て
提

出
し
て
下
さ
い
。

◯
現
況
届
に
必
要
な
書
類

・
保
険
証
の
コ
ピ
ー

・
そ
の
他
必
要
な
書
類
は
現

況
届
の
通
知
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

※

現
況
届
の
提
出
が
な
い
と

６
月
以
降
の
手
当
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。
忘
れ
ず

に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
所
得
制
限
限
度
額

　
所
得
が
右
表
以
上
の
場
合

は
児
童
手
当
の
対
象
外
と
な

る
た
め
、
特
例
給
付
と
し
て

児
童
１
人
あ
た
り
月
額
一
律

５
千
円
支
給
と
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ               

役
場 

町
民
生
活
課
福
祉
係

（
☎
８
２―

２
２
４
６
）

扶養親族等 所得制限限度額 収入額の目安

　０人　　 ６２２万円 　　８３３.３万円

　１人　　 ６６０万円 　　８７５.６万円

　２人　　 ６９８万円 　　９１７.８万円

　３人　　 ７３６万円 　　９６０.０万円

　４人　　 ７７４万円 　１００２.１万円

　５人　　 ８１２万円 　１０４２.１万円

農
地
の
借
受
希
望
者
の

募

集

に

つ

い

て

　
群
馬
県
農
業
公
社
で
は

「
農
地
中
間
管
理
事
業
」
に

よ
る
農
地
の
借
受
希
望
者
の

募
集
を
し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
農
地
を
貸

し
た
い
農
家
等(

出
し
手)

か

ら
、
農
地
中
間
管
理
機
構

(

県
農
業
公
社)

が
農
地
を
借

り
受
け
、
農
業
経
営
の
規
模

拡
大
等
を
行
う
担
い
手
農
家

な
ど(

受
け
手)

に
貸
し
付
け

る
制
度
で
す
。

　
農
地
の
貸
し
手(

出
し
手)

の
募
集
も
随
時
行
っ
て
お
り

ま
す
。

■
募
集
期
限

　
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で

■
応
募
方
法

　
役
場
産
業
課
に
配
置
さ
れ

て
い
る
「
農
用
地
等
借
受
応

募
書
」
に
必
要
事
項
を
記
載

の
上
、
群
馬
県
農
業
公
社

(

〒
３
７
１―

０
８
５
２
　

群
馬
県
前
橋
市
総
社
町
総
社

２
３
２
６―

２)

に
持
参
又

は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
応
募
書
は
群
馬
県
農
業

公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
群
馬
県
農
業

公
社
（
☎
０
２
７―

２
５
１

―

１
２
２
０
）
ま
た
は
、
役

場
産
業
課
農
林
係
（
☎
８
２

―

３
０
１
３
）

特

定

計

量

器

定

期

検

査

に

つ

い

て

 
 

県
で
は
、
計
量
法
に
基
づ

き
取
引
・
証
明
に
使
用
さ
れ

る
「
は
か
り
」
の
定
期
検
査

を
実
施
し
ま
す
。
取
引
・
証

明
に
「
は
か
り
」
を
使
用
す

る
方
は
必
ず
検
査
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

■
日
時
・
場
所

　
平
成
30
年
６
月
14
日(

木)

◎
午
前
10
時
～
12
時

　
北
軽
井
沢
住
民
セ
ン
タ
ー

◎
午
後
１
時
30
分

　
～
３
時
30
分

　
長
野
原
町
役
場

■
検
査
対
象
と
な
る
「
は
か

り
」

◯
商
店
・
工
場
な
ど
に
お
い

て
取
引
に
使
用
す
る
も
の

◯
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
園

・
病
院
・
診
療
所
な
ど
で
健

康
診
断
に
使
用
す
る
も
の

◯
病
院
・
薬
局
・
診
療
所
な

ど
で
薬
の
調
剤
用
に
使
用
す

る
も
の

◯
農
家
・
農
協
な
ど
で
農
産

物
の
出
荷
用
や
庭
先
取
引
な

ど
で
質
量
の
表
記
に
使
用
す

る
も
の

◯
運
送
・
宅
配
便
取
次
ぎ
の

際
に
、
荷
物
な
ど
の
質
量
に

応
じ
料
金
の
決
定
に
使
用
す

る
も
の

◯
そ
の
他
、
取
引
・
証
明
に

使
用
す
る
も
の

■
検
査
実
施
者

群
馬
県
指
定
定
期
検
査
機
関

一
般
社
団
法
人
群
馬
県
計
量

協
会

■
そ
の
他

◯
定
期
検
査
に
は
「
は
か

り
」
の
種
類
に
応
じ
検
査
手

数
料
が
必
要
で
す
。

◯
知
事
に
届
出
の
あ
る
「
一

般
計
量
士
」
が
行
う
検
査
に

適
合
し
、
そ
の
旨
を
知
事
に

届
け
出
た
「
は
か
り
」
は
定

期
検
査
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

一
般
社
団
法
人
群
馬
県
計
量

協
会
（
☎
０
２
７-

２
６
３-

８
２
１
７
）
ま
た
は
、
群
馬

県
計
量
検
定
所
（
☎
０
２
７

―

２
６
３―

２
４
３
６
）

65
歳
以
上
の
介
護

保

険

料

の

変

更

　長
野
原
町
高
齢
者
福
祉

計
画
及
び
第
７
期
介
護
保

険
事
業
計
画
が
策
定
さ

れ
、
平
成
30
年
度
か
ら
平

成
32
年
度
ま
で
の
介
護
保

険
料
基
準
額
が
、
別
表
の

と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　全
国
的
に
介
護
保
険
料

基
準
額
は
増
額
傾
向
に
あ

り
、
長
野
原
町
に
お
い
て

も
、
平
成
27
年
度
か
ら
平

成
29
年
度
ま
で
の
年
間
５

１
，
６
０
０
円
か
ら
、
年

間
６
２
，
４
０
０
円
へ
増

額
と
な
り
ま
し
た
。
保
険

料
の
通
知
は
、
前
年
中
の

所
得
が
確
定
し
た
後
の
平

成
30
年
７
月
に
計
算
さ

れ
、
65
歳
以
上
の
皆
様
に

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

役
場
町
民
生
活
課
福
祉
係

（
☎
８
２―

２
２
４
６
）

非
課
税
世
帯

基準額に
対する割合

１　 0.45 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  23,200円　28,000円

・生活保護を受給している方
・老齢福祉年金を受給している方
・前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円   
　以下の方

２　 0.75 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  38,700円　46,800円
・前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円
　を超えて120万円以下の方

３　 0.75 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  38,700円　46,800円
・前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計が120万円
　を超える方

４　 0.9  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  46,400円　56,100円
・前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円
　以下の方

５　　1 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  51,600円　62,400円
・前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円
　を超える方

６　 1.2  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 61,900円　74,800円・前年の合計所得金額が120万円未満の方

７　 1.3  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  67,000円　81,100円・前年の合計所得金額が120万円以上200万円未満の方

８　 1.5 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 77,400円　93,600円・前年の合計所得金額が200万円以上300万円未満の方

９　 1.7 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　  87,700円 106,000円・前年の合計所得金額が300万円以上の方

段
階

対　象　者
保険料基準額(年間)

H27~29度年 H30~32年度

世
帯
課
税
・

本
人
非
課
税

本
人
課
税

別表　65歳以上の介護保険料基準額

人

権

相

談

の

お

知

ら

せ

　中
之
条
人
権
擁
護
委
員
協

議
会
で
は
、
奇
数
月
の
第
三

金
曜
日
に
人
権
相
談
所
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

　毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
起

こ
る
様
々
な
問
題
や
悩
み
事

に
つ
い
て
、
お
気
軽
に
ご
相

談
下
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

■
日
時
・
場
所

　５
月
18
日
（
金
）

　午
後
１
時
～
４
時

　役
場
前
公
民
館
小
研
修
室

◎
特
設
人
権
相
談

　６
月
１
日
（
金
）

　午
前
10
時
～
午
後
３
時

　役
場
前
公
民
館
小
研
修
室

お
問
い
合
わ
せ

役
場
町
民
生
活
課
住
民
係

（
☎
８
２―

２
２
４
５
）
　



広報ながのはら５月号 № 748 (17)

５月休日当番医カレンダー

健康ひろば健康ひろば
健診や休日当番医などの情報健診や休日当番医などの情報

■期　日：５月２３日（水）

■場　所：長野原町保健センター

■対象児：平成２９年７月１日生

　　　　　～平成２９年１０月３１日生

■受　付：午前１０：００～１０：３０

乳幼児健診・予防接種等予定表
＊対象のお子様には個人通知にてお知らせします

乳児相談

東吾妻町
東吾妻町診療所

☎(５９)３０１０

東吾妻町
東吾妻町診療所

☎(５９)３０１０

長野原町
へ き 地 診 療 所

☎(８５)２２５９

長野原町
へ き 地 診 療 所

☎(８５)２２５９

嬬恋村
嬬恋村診療所

☎(９７)３０２０

嬬恋村
嬬恋村診療所

☎(９７)３０２０

中之条町
後 藤 医 院

☎(７５)２２３０

中之条町
後 藤 医 院

☎(７５)２２３０

◎５月２５日（金）

■対象児：今年度２・３歳になるお子さん

■場　所：応桑こども館

■時　間：午前１０：００～１１：３０

◎６月１５日（金）

■対象児：今年度２・３歳になるお子さん

■場　所：中央こども館

■時　間：午前１０：００～１１：３０

広報ながのはら５月号 № 748  (16)

◇
診
療
時
間
は
９
時
～
17
時
で
す
。

診
療
時
間
以
外
の
夜
間
の
急
患
に
つ
い
て
は

夜
間
当
番
病
院
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
緊
急
患
者
以
外
の
受
診
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

◇
専
門
外
の
疾
患
の
場
合
は
対
応
し
か
ね
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

日 科 内　　　　科 休 日 夜 間外　　　科

５月２０日（日）５月２０日（日）

５月２７日（日）５月２７日（日）

東吾妻町
原町赤十字病院

☎(６８)２７１１

東吾妻町
原町赤十字病院

☎(６８)２７１１

東吾妻町
原町赤十字病院

☎(６８)２７１１

東吾妻町
原町赤十字病院

☎(６８)２７１１

東吾妻町
小 池 医 院

☎(６７)２０３０

東吾妻町
小 池 医 院

☎(６７)２０３０

嬬恋村
桜井クリニック

☎(９７)３８００

嬬恋村
桜井クリニック

☎(９７)３８００

中之条町
吾妻さくら病院

☎(７５)３０１１

中之条町
吾妻さくら病院

☎(７５)３０１１

中之条町
吾妻さくら病院

☎(７５)３０１１

中之条町
吾妻さくら病院

☎(７５)３０１１

遊びの教室
＊自由参加です

印刷版広報に掲載しています印刷版広報に掲載しています

各
種
健
診
（
検
診
）
に
つ
い
て
「
料
金
は
す
べ
て
無
料
で
す
」

　６
月
１
日
よ
り
健
診
（
検
診
）
が
始

ま
り
ま
す
。
受
診
票
は
５
月
中
旬
に
個

人
通
知
い
た
し
ま
す
。

　結
核
検
診
・
が
ん
検
診
・
い
き
い
き

健
診
は
、
２
月
に
実
施
し
た
希
望
調
査

で
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
に
受
診
票
を

送
付
し
ま
す
。

　特
定
健
診
に
つ
き
ま
し
て
は
、
対
象

者
は
40
～
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
に
な
り
ま
す
。
対
象
者
全
員
に
受
診

票
を
送
付
し
ま
す
。
特
定
健
診
は
無
料

で
す
。
対
象
者
は
必
ず
受
診
し
て
下
さ
い
。

　他
の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

は
、
各
自
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者

の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

　会
場
、
受
付
時
間
を
確
認
の
上
お
出

か
け
下
さ
い
。

（※

）
特
定
健
診
の
受
診
に
は
国
民
健

康
保
険
証
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
受
診

票
と
あ
わ
せ
て
忘
れ
ず
に
持
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
。

【
国
保
人
間
ド
ッ
ク
申
込
者
に
つ
い
て
】

　人
間
ド
ッ
ク
を
特
定
健
診
と
さ
せ
て

頂
く
為
、
特
定
健
診
と
国
保
人
間
ド
ッ

ク
の
両
方
の
受
診
は
出
来
ま
せ
ん
。
申

し
込
み
を
さ
れ
た
方
に
は
、
特
定
健
診

の
受
診
票
は
送
付
し
ま
せ
ん
。

（※

）
胃
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診
・

子
宮
が
ん
検
診
、
骨
密
度
検
診
の
検
診

案
内
・
受
診
票
は
申
込
者
に
後
日
配
布

し
ま
す
。

日　程 会　場

横壁住民センター

川原畑住民センター

打越コミュニティーセンター

大津多目的集会施設

保健センター（老人福祉センター）

林住民センター

長野原住民センター（諏訪神社隣）

洞口住民センター

羽根尾生活改善センター

与喜屋多目的集会施設

長野原町役場

小代住民センター

応桑多目的集会施設

栗平住民センター

北軽井沢住民センター

受　付　時　間

午前　８時３０分～　９時００分

午前１０時００分～１０時３０分

午前１１時３０分～１２時００分

午前　９時００分～１０時３０分

午後　１時３０分～　２時３０分

午前　９時００分～　９時３０分

午後１０時３０分～１１時３０分

午前　９時００分～　９時３０分

午前１１時００分～１２時００分

午前１０時００分～１１時００分

午後　１時００分～　２時００分

午前　９時００分～　９時３０分

午前１１時００分～１２時００分

午前　９時３０分～１０時３０分

午後　１時００分～　２時００分

６月１日（金）

６月５日（火）

６月６日（水）

６月７日（木）

６月８日（金）

６月１１日（月）

６月４日（月）

【会場・日時】

■特定健診・いきいき健診・胸部レントゲン肺がん検診・前立腺がん検診・大腸がん検診

日　程

６月１８日（月）

６月１９日（火）

６月２０日（水）

会　場

保健センター（老人福祉センター）

大津多目的集会施設

北軽井沢住民センター

受付時間

午前７時３０分～９時３０分

■胃がん検診

検　診　名

胸部レントゲン・

肺 が ん 検 診

特 定 健 診

い き い き 健 診

大 腸 が ん 検 診

前立腺がん検診

胃 が ん 検 診

歯 周 疾 患 検 診

対　象　者

４０歳以上　

４０～７４歳　国民健康保険加入者

７５歳以上　

４０歳以上

５０歳以上男性

４０歳以上

４０・５０・６０・７０歳

料　金

無

　料

■対象者・料金

※１８日（月）、２０日（水）は歯周疾患検診も実施します。

献

血

の

お

し

ら

せ

　次
の
と
お
り
献
血
車
が
参
り

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

【
献
血
予
定
】

６
月
14
日
（
木
）

①
午
前
10
時
～
11
時
45
分

　長
野
原
町
役
場

　

②
午
後
１
時
45
分
～
３
時
45
分 

　西
吾
妻
福
祉
病
院

　

※

献
血
カ
ー
ド
（
献
血
手
帳
）

を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ

さ
い
。
献
血
前
に
は
、
十
分
な

睡
眠
と
食
事
を
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。
献
血
後
に
は
、
水
分
の

補
給
と
休
憩
を
お
と
り
く
だ
さ

い
。

お
問
い
合
わ
せ

群
馬
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

　

献
血
推
進
課
（
☎
０
２
７―

２

２
４―

２
１
０
２
）

役
場
町
民
生
活
課 

保
健
衛
生

係
（
☎
８
２―

２
２
４
６
）

３歳児健診
　むし歯のない子



広報ながのはら５月号 № 748 (17)

５月休日当番医カレンダー

健康ひろば健康ひろば
健診や休日当番医などの情報健診や休日当番医などの情報

■期　日：５月２３日（水）

■場　所：長野原町保健センター

■対象児：平成２９年７月１日生

　　　　　～平成２９年１０月３１日生

■受　付：午前１０：００～１０：３０

乳幼児健診・予防接種等予定表
＊対象のお子様には個人通知にてお知らせします

乳児相談

東吾妻町
東吾妻町診療所

☎(５９)３０１０

東吾妻町
東吾妻町診療所

☎(５９)３０１０

長野原町
へ き 地 診 療 所

☎(８５)２２５９

長野原町
へ き 地 診 療 所

☎(８５)２２５９

嬬恋村
嬬恋村診療所

☎(９７)３０２０

嬬恋村
嬬恋村診療所

☎(９７)３０２０

中之条町
後 藤 医 院

☎(７５)２２３０

中之条町
後 藤 医 院

☎(７５)２２３０

◎５月２５日（金）

■対象児：今年度２・３歳になるお子さん

■場　所：応桑こども館

■時　間：午前１０：００～１１：３０

◎６月１５日（金）

■対象児：今年度２・３歳になるお子さん

■場　所：中央こども館

■時　間：午前１０：００～１１：３０

広報ながのはら５月号 № 748  (16)

◇
診
療
時
間
は
９
時
～
17
時
で
す
。

診
療
時
間
以
外
の
夜
間
の
急
患
に
つ
い
て
は

夜
間
当
番
病
院
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
緊
急
患
者
以
外
の
受
診
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

◇
専
門
外
の
疾
患
の
場
合
は
対
応
し
か
ね
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

日 科 内　　　　科 休 日 夜 間外　　　科

５月２０日（日）５月２０日（日）

５月２７日（日）５月２７日（日）

東吾妻町
原町赤十字病院

☎(６８)２７１１

東吾妻町
原町赤十字病院

☎(６８)２７１１

東吾妻町
原町赤十字病院

☎(６８)２７１１

東吾妻町
原町赤十字病院

☎(６８)２７１１

東吾妻町
小 池 医 院

☎(６７)２０３０

東吾妻町
小 池 医 院

☎(６７)２０３０

嬬恋村
桜井クリニック

☎(９７)３８００

嬬恋村
桜井クリニック

☎(９７)３８００

中之条町
吾妻さくら病院

☎(７５)３０１１

中之条町
吾妻さくら病院

☎(７５)３０１１

中之条町
吾妻さくら病院

☎(７５)３０１１

中之条町
吾妻さくら病院

☎(７５)３０１１

遊びの教室
＊自由参加です

印刷版広報に掲載しています印刷版広報に掲載しています

各
種
健
診
（
検
診
）
に
つ
い
て
「
料
金
は
す
べ
て
無
料
で
す
」

　６
月
１
日
よ
り
健
診
（
検
診
）
が
始

ま
り
ま
す
。
受
診
票
は
５
月
中
旬
に
個

人
通
知
い
た
し
ま
す
。

　結
核
検
診
・
が
ん
検
診
・
い
き
い
き

健
診
は
、
２
月
に
実
施
し
た
希
望
調
査

で
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
に
受
診
票
を

送
付
し
ま
す
。

　特
定
健
診
に
つ
き
ま
し
て
は
、
対
象

者
は
40
～
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
に
な
り
ま
す
。
対
象
者
全
員
に
受
診

票
を
送
付
し
ま
す
。
特
定
健
診
は
無
料

で
す
。
対
象
者
は
必
ず
受
診
し
て
下
さ
い
。

　他
の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

は
、
各
自
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者

の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

　会
場
、
受
付
時
間
を
確
認
の
上
お
出

か
け
下
さ
い
。

（※

）
特
定
健
診
の
受
診
に
は
国
民
健

康
保
険
証
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
受
診

票
と
あ
わ
せ
て
忘
れ
ず
に
持
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
。

【
国
保
人
間
ド
ッ
ク
申
込
者
に
つ
い
て
】

　人
間
ド
ッ
ク
を
特
定
健
診
と
さ
せ
て

頂
く
為
、
特
定
健
診
と
国
保
人
間
ド
ッ

ク
の
両
方
の
受
診
は
出
来
ま
せ
ん
。
申

し
込
み
を
さ
れ
た
方
に
は
、
特
定
健
診

の
受
診
票
は
送
付
し
ま
せ
ん
。

（※

）
胃
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診
・

子
宮
が
ん
検
診
、
骨
密
度
検
診
の
検
診

案
内
・
受
診
票
は
申
込
者
に
後
日
配
布

し
ま
す
。

日　程 会　場

横壁住民センター

川原畑住民センター

打越コミュニティーセンター

大津多目的集会施設

保健センター（老人福祉センター）

林住民センター

長野原住民センター（諏訪神社隣）

洞口住民センター

羽根尾生活改善センター

与喜屋多目的集会施設

長野原町役場

小代住民センター

応桑多目的集会施設

栗平住民センター

北軽井沢住民センター

受　付　時　間

午前　８時３０分～　９時００分

午前１０時００分～１０時３０分

午前１１時３０分～１２時００分

午前　９時００分～１０時３０分

午後　１時３０分～　２時３０分

午前　９時００分～　９時３０分

午後１０時３０分～１１時３０分

午前　９時００分～　９時３０分

午前１１時００分～１２時００分

午前１０時００分～１１時００分

午後　１時００分～　２時００分

午前　９時００分～　９時３０分

午前１１時００分～１２時００分

午前　９時３０分～１０時３０分

午後　１時００分～　２時００分

６月１日（金）

６月５日（火）

６月６日（水）

６月７日（木）

６月８日（金）

６月１１日（月）

６月４日（月）

【会場・日時】

■特定健診・いきいき健診・胸部レントゲン肺がん検診・前立腺がん検診・大腸がん検診

日　程

６月１８日（月）

６月１９日（火）

６月２０日（水）

会　場

保健センター（老人福祉センター）

大津多目的集会施設

北軽井沢住民センター

受付時間

午前７時３０分～９時３０分

■胃がん検診

検　診　名

胸部レントゲン・

肺 が ん 検 診

特 定 健 診

い き い き 健 診

大 腸 が ん 検 診

前立腺がん検診

胃 が ん 検 診

歯 周 疾 患 検 診

対　象　者

４０歳以上　

４０～７４歳　国民健康保険加入者

７５歳以上　

４０歳以上

５０歳以上男性

４０歳以上

４０・５０・６０・７０歳

料　金

無

　料

■対象者・料金

※１８日（月）、２０日（水）は歯周疾患検診も実施します。

献

血

の

お

し

ら

せ

　次
の
と
お
り
献
血
車
が
参
り

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

【
献
血
予
定
】

６
月
14
日
（
木
）

①
午
前
10
時
～
11
時
45
分

　長
野
原
町
役
場

　

②
午
後
１
時
45
分
～
３
時
45
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　西
吾
妻
福
祉
病
院

　

※

献
血
カ
ー
ド
（
献
血
手
帳
）

を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ

さ
い
。
献
血
前
に
は
、
十
分
な

睡
眠
と
食
事
を
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。
献
血
後
に
は
、
水
分
の

補
給
と
休
憩
を
お
と
り
く
だ
さ

い
。

お
問
い
合
わ
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群
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赤
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血
液
セ
ン
タ
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献
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推
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２
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２
１
０
２
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役
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町
民
生
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保
健
衛
生

係
（
☎
８
２―

２
２
４
６
）

３歳児健診
　むし歯のない子



広報ながのはら８月号 №727 (14)

おしらせ

掲示板 診 療 所 通 信

長野原町へき地診療所　所長　金子　稔

　
皆
様
お
元
気
で
し
ょ
う

か
。
新
緑
の
美
し
い
時
期

に
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

診
療
所
の
入
り
口
に
も
綺

麗
な
花
が
咲
き
始
め
ま
し

た
。
患
者
様
か
ら
寄
贈
さ

れ
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
も
き

れ
い
に
咲
い
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
先
日
、
横
浜
で

行
わ
れ
た
「
エ
ン
ド
オ
ブ

ラ
イ
フ
・
ケ
ア
援
助
者
養

成
基
礎
講
座
」
と
い
う
研

修
会
に
参
加
し
て
き
ま
し

た
。
ア
ド
バ
ン
ス
ケ
ア
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
の
話
も
あ
り

ま
し
た
が
、
人
生
の
最
終

段
階
に
あ
る
方
々
に
と
っ

て
、
支
え
と
な
る
人
た
ち

（
医
療
者
だ
け
で
は
な

く
）
が
ど
の
よ
う
に
支
え

と
な
っ
て
い
く
か
。
ど
う

し
た
ら
「
穏
や
か
に
生
き

て
い
け
る
か
」
に
つ
い
て

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
し
た
り

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い

ま
し
た
。
と
て
も
有
意
義

な
研
修
会
で
あ
り
感
銘
を

受
け
て
参
り
ま
し
た
。
研

修
会
の
中
で
一
番
印
象
に

残
っ
て
い
る
言
葉
が
「
誰

か
の
支
え
に
な
ろ
う
と
す

る
人
こ
そ
一
番
支
え
を
必

要
と
し
て
い
ま
す
。
」
と

い
う
も
の
で
す
。
私
達
医

療
者
だ
け
で
は
な
く
、
家

族
や
支
え
と
な
っ
て
い
る

方
々
も
支
え
を
必
要
と
し

て
い
る
の
だ
と
。
ま
た
、

そ
の
支
え
に
気
付
く
こ
と

は
と
て
も
穏
や
か
な
気
持

ち
に
な
る
の
だ
と
実
感
し

ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
の

支
え
は
診
療
所
に
訪
れ

る
患
者
さ
ん
で
あ
っ
た

り
一
緒
に
働
く
仲
間
達

で
あ
る
と
再
認
識
し
ま

し
た
。

　
今
後
と
も
診
療
所
は

支えること～穏やかであること～

　I love hot baths. Ever since I was little, I would take books into the bath and spend hours just sitting 
in the hot water and reading (until my mom or brother yelled at me for hogging the bathroom). So, of 
course I like onsens!
　When I first came to Japan, I wasn’t sure how I felt about onsens. Onsen in Japan is a very social 
event; you get to hang out with friends and soak in the hot springs. These are very different from hot 
springs in America, where people go to swim and play rather than bathe and hang out. And when I 
first came to Japan, I only went to onsens with my friends from Tsumagoi or Kuni, who were all boys. 
They would go into the guy section and sit in there talking for a long time, while I would be by myself 
in the ladies section with no one to talk to. But my opinion of onsens changed when I started going to 
onsens by myself.
　When I am by myself, I don’t have to worry about people waiting for me to hurry up, and I don’t 
have to feel left out because the guys are having fun talking amongst themselves. I can soak in the hot 
indoor onsen, or go outside to the slightly warmer pool and enjoy the view. And I can enjoy meeting 
new people. Recently at Oyu Onsen in Naganohara, I met the grandmother of two of my students. It 
made me very happy to be able to talk to her. And, when I go with friends, I have a lot of talking with 
them in the onsen.
　This past spring vacation, a friend from college came to visit, and my childhood friend was in 
Japan, and I got to visit with her too. I took both of them to onsen when they were here, and I’m glad 
I got to share this aspect of Japanese culture with them.

　私は子どもの頃から、本を持ち込んでは何時間も湯船に浸かって過ごすほど、大のお風

呂好きです。なのでもちろん、温泉も大好きです。

　最初、日本の温泉はどのようなものかと思いましたが、こちらの温泉は、湯に浸かりな

がら会話を楽しむ社交の場でもあるのですね。泳いだり遊んだりするアメリカの温泉とは

かなり異なります。

　日本に来たばかりの頃は、温泉に行くのはいつもALTの男友達とばかりでした。彼らは

男湯で長湯をしながらおしゃべりを楽しんでいましたが、私はいつも女湯で話す相手もな

くひとりぼっちでした。ですが、温泉に一人で行くようになってから、温泉に対する考え

が変わりました。相手を待たせてはいけないと焦ることもないですし、疎外感を感じるこ

ともなくなりました。

　内湯に浸かったり、露天風呂で景色を楽しんだり、人との新たな出会いも楽しめます。

最近も、王湯温泉で生徒のおばあさんに会いました。彼女と会話することができて、とて

も嬉しかったです。

　この前の春休みには、アメリカの友人が訪ねて来てくれたので温泉に連れていきまし

た。彼女たちと日本の文化を分かち合えたことをとても嬉しく思います。

Onsen in Japan‘日本の温泉’

広報ながのはら５月号 № 748 (18)

[長野原町交通事故状況]

平成30年1月1日～同年4月30日

区　分

人　身

負傷者数

死 者 数

本　年

１件

１人

０人

前　年 

７件

７人

１人

増減数

－６

－６

－１

[人口（男女別）と世帯数]

人 口

男

女

世帯数

　５,６５５人 

　２,８１４人

　２,８４１人

　２,４８０世帯

前年比

－１１７

－３８

－７９

＋１９

４月末日現在（住民基本台帳より）

[税金のお知らせ]
 次回の納期限は...

５月３１日（木）

固定資産税

軽自動車税

第１期納期限

全納期限

H29.3まで
５７４８
２８３０
２９１８
２４７９

メール配信サービス「オクレン
ジャー」なら、防災無線で流れ
る町からのお知らせをメールで
受け取ることが出来ます。
登録は『naganohara@pasmail.jp
』へ空メールを送るか、右のQR
コードからアクセス！　　　　

※登録・情報料　無料

問い合わせ先

役場　総務課（☎８２―２２４４） 配信イメージ
お問い合わせ
役場総務課　
☎８２‐２２４４

防災行政無線放送訓練
　６月１日(金)・１５日(金)

　午前８時３０分

Ｊアラート(全国瞬時警報システム)

　全国一斉放送訓練
　５月１６日(水)

午前１１時

町
民
の
皆
様
の
支
え
に
な
れ

る
よ
う
に
日
々
精
進
し
て
い

き
ま
す
。
そ
し
て
長
野
原
町

に
住
む
方
々
が
「
こ
の
町
に

住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
」
と

言
え
る
よ
う
な
町
づ
く
り
の

一
端
を
担
え
れ
ば
と
気
持
ち

を
新
た
に
い
た
し
ま
し
た
。

広報ながのはら５月号 № 748 (19)
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掲示板 診 療 所 通 信

長野原町へき地診療所　所長　金子　稔
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は
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　I love hot baths. Ever since I was little, I would take books into the bath and spend hours just sitting 
in the hot water and reading (until my mom or brother yelled at me for hogging the bathroom). So, of 
course I like onsens!
　When I first came to Japan, I wasn’t sure how I felt about onsens. Onsen in Japan is a very social 
event; you get to hang out with friends and soak in the hot springs. These are very different from hot 
springs in America, where people go to swim and play rather than bathe and hang out. And when I 
first came to Japan, I only went to onsens with my friends from Tsumagoi or Kuni, who were all boys. 
They would go into the guy section and sit in there talking for a long time, while I would be by myself 
in the ladies section with no one to talk to. But my opinion of onsens changed when I started going to 
onsens by myself.
　When I am by myself, I don’t have to worry about people waiting for me to hurry up, and I don’t 
have to feel left out because the guys are having fun talking amongst themselves. I can soak in the hot 
indoor onsen, or go outside to the slightly warmer pool and enjoy the view. And I can enjoy meeting 
new people. Recently at Oyu Onsen in Naganohara, I met the grandmother of two of my students. It 
made me very happy to be able to talk to her. And, when I go with friends, I have a lot of talking with 
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　This past spring vacation, a friend from college came to visit, and my childhood friend was in 
Japan, and I got to visit with her too. I took both of them to onsen when they were here, and I’m glad 
I got to share this aspect of Japanese culture with them.
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　最初、日本の温泉はどのようなものかと思いましたが、こちらの温泉は、湯に浸かりな
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男湯で長湯をしながらおしゃべりを楽しんでいましたが、私はいつも女湯で話す相手もな

くひとりぼっちでした。ですが、温泉に一人で行くようになってから、温泉に対する考え

が変わりました。相手を待たせてはいけないと焦ることもないですし、疎外感を感じるこ

ともなくなりました。

　内湯に浸かったり、露天風呂で景色を楽しんだり、人との新たな出会いも楽しめます。

最近も、王湯温泉で生徒のおばあさんに会いました。彼女と会話することができて、とて

も嬉しかったです。

　この前の春休みには、アメリカの友人が訪ねて来てくれたので温泉に連れていきまし

た。彼女たちと日本の文化を分かち合えたことをとても嬉しく思います。

Onsen in Japan‘日本の温泉’

広報ながのはら５月号 № 748 (18)

[長野原町交通事故状況]

平成30年1月1日～同年4月30日

区　分

人　身

負傷者数

死 者 数

本　年

１件

１人

０人

前　年 

７件

７人

１人

増減数

－６

－６

－１

[人口（男女別）と世帯数]

人 口

男

女

世帯数

　５,６５５人 

　２,８１４人

　２,８４１人

　２,４８０世帯

前年比

－１１７

－３８

－７９

＋１９

４月末日現在（住民基本台帳より）

[税金のお知らせ]
 次回の納期限は...

５月３１日（木）

固定資産税

軽自動車税

第１期納期限

全納期限

H29.3まで
５７４８
２８３０
２９１８
２４７９

メール配信サービス「オクレン
ジャー」なら、防災無線で流れ
る町からのお知らせをメールで
受け取ることが出来ます。
登録は『naganohara@pasmail.jp
』へ空メールを送るか、右のQR
コードからアクセス！　　　　

※登録・情報料　無料

問い合わせ先

役場　総務課（☎８２―２２４４） 配信イメージ
お問い合わせ
役場総務課　
☎８２‐２２４４

防災行政無線放送訓練
　６月１日(金)・１５日(金)

　午前８時３０分

Ｊアラート(全国瞬時警報システム)

　全国一斉放送訓練
　５月１６日(水)

午前１１時

町
民
の
皆
様
の
支
え
に
な
れ

る
よ
う
に
日
々
精
進
し
て
い

き
ま
す
。
そ
し
て
長
野
原
町

に
住
む
方
々
が
「
こ
の
町
に

住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
」
と

言
え
る
よ
う
な
町
づ
く
り
の

一
端
を
担
え
れ
ば
と
気
持
ち

を
新
た
に
い
た
し
ま
し
た
。

広報ながのはら５月号 № 748 (19)
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行事予定表【くらしのカレンダー】

日 曜日 行 事 予 定 日 曜日 行 事 予 定

５月 MAY ６月 JUNE

県民交通安全日

少年の日

東西中学校修学旅行（～ 15 日）

◎ 資源ゴミ（紙類・ビン類）回収日

○ 燃えるゴミ収集日

◎ 資源ゴミ（ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ）回収日

○ 燃えるゴミ収集日

◎ 資源ゴミ（ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ）回収日

○ 燃えるゴミ収集日

● 燃えない粗大ゴミ収集日

○ 燃えるゴミ収集日

○ 燃えるゴミ収集日
金
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西中学校持久走

東中学校榛名高原学校（～６月１日）

仏 滅

大 安

赤 口

先 勝
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大 安

赤 口

先 勝

友 引

先 負
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友 引

先 負
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大 安

赤 口

先 勝

友 引

中央小学校修学旅行（～８日）

貝瀬薬師堂春祭り（長野原）　与喜屋養蚕神社例大祭
西吾妻交通安全日

県民防犯の日

農業委員会

議会定例会（６月定例会初日）　
西吾妻交通安全日
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県民防犯の日

○ 燃えるゴミ収集日

◎ 資源ゴミ（紙類・ビン類）回収日

○ 燃えるゴミ収集日

○ 燃えるゴミ収集日

お
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す
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ヤ
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ん
（
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と
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羽
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尾
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里
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金
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蓮
く
ん
（
北
軽
井
沢
）

路
彦
さ
ん
／
未
奈
美
さ
ん

れ
ん

　

家庭の日

草木原観音堂祭り（大津）

◎ 資源ゴミ（ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ）回収日

○ 燃えるゴミ収集日
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仏 滅

大 安

赤 口

先 勝

友 引

先 負
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赤 口
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友 引

先 負

大 安

赤 口

先 勝

友 引
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仏 滅

大 安

赤 口
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7

8

9
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11

12

13

14

15

16

17

18
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20

21

草木原観音堂祭り（大津）
西中学校高原学校（～ 20 日）

議会運営委員会（６月定例会）
肥料配布日（役場上下水道課）

● 燃えないゴミ収集日

東中学校校内長距離走大会

高齢者交通安全日

不動尊春祭り（長野原）

◯ 燃える粗大ゴミ収集日

◎ 資源ゴミ（紙類・ビン類）回収日

応桑小・北軽小・第一小修学旅行（～６月１日）

○ 燃えるゴミ収集日

○ 燃えるゴミ収集日

肥料配布日（役場上下水道課）

消防団ポンプ操法大会
第３１回北軽井沢マラソン

● 燃えない粗大ゴミ収集日

● 燃えないゴミ収集日

○ 燃えるゴミ収集日

【表紙の写真】
  浅間家畜育成牧場新遊歩道開通

【特集】
  初夏の浅間園で
  高山植物ウォッチング　２～５㌻

【表紙の写真】
  浅間家畜育成牧場新遊歩道開通

【特集】
  初夏の浅間園で
  高山植物ウォッチング　２～５㌻

印刷版広報に掲載してあります


